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構造理解 1



1 抽象絵画の背後にあるもの
情動と感情（神経生理学的メカニズム）

2 造形性の基本＝ホメオスタシス
心理的感覚の理解（水平・垂直・上下左右）

３ カンディンスキーの抽象理論

基礎平面・内部要素・視覚的力動性

４ Gestaltの観点からの絵画理解

抽象絵画の構造理解



油彩第二基礎
材料用具によるアプローチ ・ドローイングとは？

・抽象絵画とは？
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青い花瓶 ジャ・ド・ブーファン



はじめに ： セザンヌは、なぜ傾けたのか？
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はじめに ： セザンヌは、なぜ傾けたのか？

ジャ・ド・ブーファン



画面にテンションが生まれている



意識的なゆがみ → テンション ＝緊張感
（修正する意識）



意識的なゆがみ → テンション ＝緊張感
（修正する意識）



セザンヌの絵画の特徴

視る人の、心への働きかけ

意味なし絵画 造形性への関心



色彩感覚バランス感覚

造形性知覚

感じること

見えるもの

絵の表面

人間心理

リズム
対比
調和
・・・

熱い
寒い
穏やか
・・・

抽象絵画の背後にあるもの？

意 味

人間の生理学的メカニズム人間の生理学的メカニズム



視えること感じること

情動
造形性

意味
づける

②

③

①



知覚→感知知覚→感知

情緒

感 情

情動 身体反応

基本情動原始情動

情 動 と 感 情



情 動 と 感 情



感情の四段階

基本情動原始情動

マネ

ムンク

ロスコ



ロスコ

サーラ



視覚言語の

構造と分析

均衡 ・秩序 ・統一
バランス・ハーモニー・ユニティ 状態への方向づけられた力芸術は

視える要素 その組み立て

基本＝ホメオスタシス（恒常性維持）

造形性の基本は？

感じ方



基本＝ホメオスタシス（恒常性維持）

環境の変化に対して自分の体内環境を

「ある一定の範囲に保とうとする」する

元の状態に戻そうとする働き”すなわち“生
じた変化を打ち消す働き”を指す現象



（恒常性維持）（均衡状態への復帰）（刺激の軽減）

ホメオスタシス Homeostasis

均衡状態＝水平・垂直・中心

画面にテンションが生まれている

垂直への復帰
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じゃあ、
もともと垂直軸に合わせとけば…！

なぜ、わざわざ、ズラスの？

全く変化がない状態では、神経の
興奮が生じにくく、快感も生じが
たい。

逆に変化の全くない状況にあると
、苦痛神経が興奮しだし、苦痛を
感じることもありえる。

脳内では、快感物質
ドーパミンやノルアドレナリンが

分泌されている

変化は、快感の発生メカニズム



（恒常性維持）（均衡状態への復帰）（刺激の軽減）

ホメオスタシス Homeostasis

均衡状態＝水平・垂直・中心

左右バランス



左右バランス

均衡状態の復帰の原理 ＜左右バランス＞



画面にテンションが生まれている

均衡状態の復帰の原理 ＜バランス （←ズレ）＞



均衡状態の復帰の原理 ＜中心＞

アルンハイム 「中心の力」

中心は隠れた構造の一部である。



均衡状態の復帰の原理 ＜中心＞

20世紀広告の第一位

大きな余白→車の小ささ



遠近法は、焦点（奥行きの中心）
に引き寄せられる力を感じさせる

平面的作品（奥行き空間なし）は、
意識が画面の中心におかれる




